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「ARDF用_145MHz帯 Turnstile Antenna 

＆ 送受信用ｽﾃﾝﾚｽ･ｱﾝﾃﾅｴﾚﾒﾝﾄの加工」 

 

０．概　要： 

 ①ﾜｲﾊﾟｰのｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾚｰﾄﾞを再利用したｱﾝﾃﾅｴﾚﾒﾝﾄの加工 

 ②水平偏波／無指向性／送受信用『ターンスタイル･アンテナ』の製作 

 

Ⅰ．はじめに： 

 ① ARDF  (電波探知)競技の場合、無線用ｱﾝﾃﾅを「持って走ったり・藪の中に入っ

  　たり(藪漕ぎ)・場合によっては強風・雨の中」でも使用する。ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟは折れ

 　るし重量があり、金属ﾒｼﾞｬｰは強風に弱くさびやすい。「軽量・ほどよくしな 

 　って丈夫・さびない・￥無料(自動車関連業者の廃棄物)」なﾜｲﾊﾟｰのｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾚｰ 

 　ﾄﾞを利用した。半田付け等に難があったが、今回簡易な加工方法を確立した。 

 ② ARDF 練習送信機用に、正式競技と同じ「水平偏波／無指向性｣のｱﾝﾃﾅを模索 

 　した。TV 送信塔や衛星通信用に使われている「ターンスタイル･アンテナ」 

 　を試作。「十時に交差したﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅを 0 ° 90 °位相給電」させる原理だが、50 
 　Ωにﾏｯﾁﾝｸﾞさせる方法に難があり、研究課題となった。 

Ⅱ．①『ｽﾃﾝﾚｽ･ｱﾝﾃﾅｴﾚﾒﾝﾄの加工』：                        (2018.4 ～ 2025.4.16)
 （１）概念図           　ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯｸｽ＋ｽﾃﾝﾚｽ半田(ﾅｯﾄの半分まで) 

                                                         目保護ﾎﾞﾝﾎﾞﾝ

本体                             4mm 幅   ｽﾃﾝﾚｽ板

     4  φ

             4 φ 20mm 長ﾅｯﾄ        半田に引っかかって抜けにくいよう溝

 

 （２）材料・準備品(入手先) 

  ・ワイパー内ステンレスブレード (カー用品店、ディーラー等 ¥0) 
      軽自動車用 3mm 幅／ワゴン車用 4mm 幅／ランクル?5mm 幅 

               ・長ナット_20mm  長  (ホームセンター)

          ・ボンボン_装飾用  (¥100  ショップ)

  ※ステンレス用フラックス (ホームセンター) 

               ※ステンレス半田  (ホームセンター) 

  ・60W 半田ごて／・チェーンカッター or ペンチで力技! 
 

 （３）工作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　①洗浄･溝を残して   ②長ﾅｯﾄに入るよう､半分まで穴拡張　　③半田がﾅｯﾄ全体に　 

　　　先端カット                                               行かぬよう､ﾈｼﾞを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　④真っ直ぐ入るよう　⑤ｽﾃﾝﾚｽ用ﾌﾗｯｸｽを塗って　　　　　⑦冷えたらﾌﾗｯｸｽ(酸?)落 

      スタンドに立てて    　ステンレス半田        　 　　としの水洗(半田ごて先も) 

 

 （４）使用         先端にｹｶﾞ防止ﾎﾞﾝﾎﾞﾝ!  

 ◎丈夫で風邪に強く、藪漕ぎで

 　もしなって壊れない。 

 ◎ 10  年以上使ってもさびない。

 ◎￥０で入手可能！ 

 ○ BNC  や本体接続に要工夫！

  △ｱﾙﾐや巻き尺より少し重い。

  △切るのに気合い！

  △ｱﾙﾐや銅より電気抵抗あり。

　　① ARDF 受信機の　　　　　② ARDF 送信機用の ※先端にケガ防止の工夫が必要。

       2 ～ 3ele 八木       　　　  ﾀｰﾝｽﾀｲﾙｱﾝﾃﾅ

 

Ⅲ．②『ターンスタイル･アンテナ』の制作：                   (2025.4.16 ～ 17) 
 （１）原理図・実験概要 

※ 2 つのﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅを交差させ、90 °(π/2[rad]＝λ/4)位相をずらして給電 

                   ｴﾚﾒﾝﾄ(十字面)水平：水平偏波／無指向性、十字面垂直方向：円偏波 

                                  Cut and Try! 
                           ②            ②         ③   ｱﾝﾃﾅｴﾚﾒﾝﾄ=50.2cm 

            ③                             λ/4 ×短縮率 0.95 ? 
 絶縁注意 

                   75 Ω 

             ①  ①           1.7C2V=34.7cm　      ④

                           ④              位相給電λ/4 ×短縮率 0.67 
                　　　　　　　　@145.00MHz 
           3D2V(50 Ω)任意長

 

 （２）マッチング法 (基本原理) 

   同軸ｹｰﾌﾞﾙ長の差λ/4              75 Ω並列接続 37.5 Ωを 50 Ωに 

                変換するﾏｯﾁﾝｸﾞｾｸｼｮﾝが必要！

     　DP75 Ω 75   75 Ω    DP75 Ω    「λ/4Q  ﾏｯﾁ」他、様々な方法ｱﾘ

  

          37.5 Ω同軸              ※地上高 2mH のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝでは

                          Q ﾏｯﾁ                     DP は約 90 Ω　上記(1  )の

                                                   簡易版とし､ SWR  計を見なが

                           50 Ω任意長              らｴﾚﾒﾝﾄ長を調節することに･･

     



 

 （３）試作・実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　①給電・位相ｹｰﾌﾞﾙ加工  　   　　②配線の様子          ③塩ビﾊﾟｲﾌﾟ VP-13 
     先端に 4 φﾈｼﾞ用圧着端子          4 φﾈｼﾞで固定          持ち手の取り付け

　　(配線用の足はｱﾝﾃﾅ長の一部?)       (外径 40mm) 

                                                       ⑥ﾋﾞｰﾑﾊﾟﾀｰﾝ by MMANA 

 （４）結果 

    ④ｴﾚﾒﾝﾄ装着、完成！   　　 ⑤ Cut and Try! 
 

 ※ｽﾃﾝﾚｽｴﾚﾒﾝﾄ長

　　＝45.0cm 

 

※ SWR ＝ 1：1.1以下 

 (144.00 ～ 146.00MHz  )

  　広帯域でﾌﾗｯﾄ!
   ※ VSWR の調整は、4  本のｴﾚﾒﾝﾄを同じ長さ切詰めた。

    ※同軸ｹｰﾌﾞﾙは、型番やﾒｰｶｰによって短縮率が微妙

     に異なる。今回はﾒｰｶｰ資料が無く、67  ％と仮定した。

 

 （５）考察・課題： 

 ・給電点の配線が交差したため、ｹｰﾌﾞﾙ類末端を収縮ﾁｭｰﾌﾞや融着ﾃｰﾌﾟで絶縁した。 

 ・ほぼ無指向性だが、位相給電用の同軸ｹｰﾌﾞﾙを正確に「電気長λ／ 4  」とする

 　のが困難であった。また、給電部の配線にも改善の余地があると思われる。 

 ・位相給電用の同軸ｹｰﾌﾞﾙに 75 Ωを使用、DP ｱﾝﾃﾅ給電点約 90 Ωのため合成点で 

 　ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 37 ～ 45 Ω程度と推測される。多少のﾐｽﾏｯﾁでも 50 Ω系で使用可能。 

 ・衛星や DX 通信用とする場合には、ﾏｯﾁﾝｸﾞｾｸｼｮﾝを厳密にする必要あり。Q  ﾏｯﾁ

 　の他、様々な方法あり！衛星通信関連に情報あり。 

 ・ARDF  送信機での使用が目的であり、大電力耐圧やゲインを考慮しなくてもよ

 　く、SWR1.1  と想定以上に良好で、当初の目標を達成できた。

 ・435MHz では 3/2 λｱﾝﾃﾅ､位相同軸は 3/4 λで動作するが、SWR は 3.0 であった。 

 

Ⅳ．参考資料：　 

 ＊ ｱﾏﾁｭｱ無線ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸｼﾘｰｽﾞ｢アンテナハンドブック｣　(CQ 出版_S48.12.31  版）

      ﾃﾚﾋﾞの電波塔(｢ｽｰﾊﾟｰ･ﾀｰﾝｽﾀｲﾙｱﾝﾃﾅ｣)で使われている割には資料が少ない? 
 ＊参考：電気長λ/4 のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Z0 同軸ｹｰﾌﾞﾙ。両端に接続ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Z1、Z2 

                  Z1      Z0       Z2                 Z0 ＝√ Z1 × Z2 

       ＊λ＝ 300 ／ｆ[MHz]、  　位相ｹｰﾌﾞﾙ電気長λ/4[m]＝λ/4 ×同軸短縮率 0.67 
 ＊ ARDF 用品情報：筑波の JAXA  お土産売り場で売っている『宇宙飛行士用ボ

  　ールペン』は無重量下や水中でも字が書けるそう！雨天時の競技に有効かも。
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